




























































































































































































































































































































































































































































































































58 濱 中 　 誠
45　東京都立大学国語国文学会
濱中誠(2012)｢｢サ詠嘆法｣の研究史とその問題点 －文法的特質に着目して－｣『西山学苑研究紀要』第7号　
pp.1-20　京都西山短期大学
濱中誠(2014)｢｢サ詠嘆法｣の文法的特質  －一語文の実例を中心に－｣『西山学苑研究紀要』第9号　
pp.81-96　京都西山短期大学
濱中誠(2020)｢｢サ詠嘆法｣の文法的特質｣『岐阜聖徳学園大学紀要』第59集　pp.89-106　岐阜聖徳学
園大学
原田芳起(1953)｢熊本方言の文法ところどころ｣『熊本方言の研究』日本談義社
村上智美(2002)｢熊本方言における『寂ッシャシトル、高シャシトル』という形式について｣『国語学会2002年度
春季大会要旨集』国語学会
村上智美(2003)｢形容詞のパラダイム熊本県松橋町方言の場合｣『方言における動詞の文法的カテゴリーの
類型論的研究』平成14年度科学研究費補助金(基盤研究(B)(1))研究成果報告書3西日本編研
究代表者：工藤真由美
村上智美(2006)｢熊本県宇城市松橋町方言の形容詞｣『方言における述語構造の類型論的研究II』平成
17年度科学研究費補助金基盤研究(B)(1))研究成果報告書　研究代表者　工藤真由美
山田孝雄(1908)『日本文法論』宝文館出版
※本稿は、2008年に大阪大学に提出した博士学位論文『肥筑方言における｢サ詠嘆法｣の記述的研究』｢第
3章｢サ詠嘆法｣の実態とその特質｣の一部を再検討の上、書き改めたものである。
